
あのときの常呂・写真館
VOL 55

（１９６２年）

昭和３７年８月３－４日 台風９号による洪水被害

▲

「常呂町農業協同組合創立２０年記念史」では、この台風被害のことを「９号台風の本

道上陸により、８月３日より降り出した雨は常呂川上流でおよそ１８０ミリバールに達し、

８月４日午後７時ごろより増水、日吉以北の農地に甚大なる被害を与えた。この洪水は昭

和１６年以来のもので、被害面積８１２町歩、被害農家１９５戸、総額７７，１８４千円

となった」と綴っています。

＊２枚の写真は、日吉地区

の冠水のようす



＊下の写真は、水産関係で唯一被害を受けた動力付漁船。湧網線の鉄橋の橋桁に引っかか

り転覆しています。奥に見える橋は、架け替え前の旧常呂橋。

鉄橋と旧常呂橋の間に建設中の常呂橋の橋桁が見えます。

▲

昭和３７年９月号の「広報ところ」は、８ページの内、表紙を含め６ページを割き、写

真付きで被害の状況や対応策を載せています。それだけ深刻な災害だったことがわかりま

す。 ※次ページにこのときの広報を添付しています

▲
昭和３７年から３９年にかけては、台風や強風によって農業・漁業に大きな被害が続い

た年でした。

翌３８年１１月の「第２次オホーツク災害」と呼ばれる災害のことを「常呂漁業協同組

合４０年誌」には、「１１月９日から１１日にかけ、沿岸を襲った大暴風波浪により建て

込み中のさけ定置網は全統流失、大破の被害を被った。幸い漁期終了間際でもあり、漁獲

量にはたいした影響はなかったものの漁網漁具の被害は甚大で、これを第２次オホーツク

災害と称し復旧対策に大わらわとなった」と記載しています。

また、昭和３９年１月号の「広報ところ」では、常呂漁協組合長が年頭の辞で「第２次

オホーツク災害のために定置網、たこ箱等が甚大な損害を受け、かえすがえすも残念」と

述べています。

▲

次号では、昭和３９年８月に大きな被害を受けた台風１４号のことをお伝えします。
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台 風のつめ跡

欠壊された畑（日吉28号附近）

r'｀'･･｀"'‘･･｀‘゜‘･'゛¨'‘I°"'゛I"¨゛"‘“'¨゜‘･｀‘'゛"｀"゛'‘｀I'゛¨｀゜｀'

ｌ
■
■
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Φ
一
一
一
一
一
一
一
ｆ
ｌ
Ｉ
４
一

Ｉ
Ｓ
一
一
Ｉ
一
一
一
一
ｔ
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
一
一
Φ
一
一
Φ
一
一

ａ
゛
一
一
Ｉ
一
一
１
１
ｓ
ｓ
を
９

Ｉ
一
一
一
一
Φ

ｌ
一
Ｉ
Ｉ
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｒ

　　　　　　　　見舞のことぱ

　台風９号のために本町の受けた被害は大きく、特に常呂川流域の農作

物は耕作者の春以来の労苦が一皮にして水泡と期しました。

　災・を受けられた方々に衷心から御見舞申上げます。

　今後の刻策Sこついては町議会、農協その他関係機肌による対策委員会

によりこれからの生活のための仕事の斡旋や明年の営農が支障なくでき

るよう最大の努力致しますので気を落されず希望をもって明日への生活

のため櫛努力下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ
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　台風９号の被害

94.354千円に漣する

　台Jigg･は農作物を始め太一隔

など総li94,354円1:･iす乙大j'む

被害をlj･ヽまl.た。

被害状況は次の通I･|です。

１、家屋の損害

　　　1目浸水

　　　床‾ﾄ浸水

　　　J1住家

２、ぬ業被害

　　5,110いlq

44戸

　aJ･･

45Fj

　77,1S4千円

被災戸数　195戸

田

畑

41ヘクタール

フフ1-ヽタタール

計　812ヘクタール

家畜めん羊6頭玖46羽

ａ、土木鮭｀害 10,151TIlj

道路3ケ所橋2ケ所

４、水産被害

　　　動力付漁船¶隻

６、林泉被害　・”

　　　まき　15a毀

　　　椎茸淆木100本

６、鉱業被害

　　　鉱石60屯

植ｌ額合計　　　！

1,200f円

380千円

340千円

･4,354千円
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昭和37年９月１日発行（i）
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411C一一jなる水害にもil11えるよう植強

さi lたい又本i･仙|は農地の欠咄が

大きいので１岸1ﾆ巾も併せて施工

をllllii。

ロ、lllj･SISI改i･･資金の肖.!分にり

いて

　被災地のjljla¥.ji･のため近代化

罰金(乳牛導入r!金340万p)、40

1)を･＆分されろよう咄･II‘i。

ハ、一ぶ林の設凶.l進に･っいて

　被災関係地域住民の経済安定を

jり】』'乙ため.ljlｲ』･糾野におけZ･農

家紘泌Sjご11!11t､11．

s、道々.叱見、常呂綸未改良地区

の｣､!扁完|茂

　重i･産業一路である道々北見、

常呂綸は.|昭和34‘gl･35年改良工･･jjを

施行したが、一郎未改良地区があ

り水害鴎は610捌にICつて交通不

能となり、且一郎には交通嘔故発

生地･:諮があるので、未完了地ｇの

早jU】完|茂を随情．

ホ、illg川水系災害一郭網の整値

確立

　河川の増水lこおける適切な防災

対策には確実な情報によつてのみ

完壁を期せられろので、常呂川水

系iこおける災害１仙施設の整備と

借せて休Sljllの随.立を咄咄3

へ、附剛一歳入欠陥自こ対1'るMi填

　処置について

　冰lp.)ため鮫害住民より種々娶

望がでており、又水害対策費等の

予期せざる財政高妾があり、町財

政牧人は旧当欠陥が予思されます

のでこの補頃む陳情。

- - - ‥ －

災害対策委員会

を設置

　台風９引こよる災害対策のため

次機関による委員会を設置いたし

ました。

　　　　　　　記

　委員長　常y,町長

　剔委員長農協組r?艮

　　　　　　町議会議長

　　　　　　農業長長会長

　委員　　町議会議員

　　　　　　農協即事

　　　　　　農業委員

　　　　　　漁ぬ組丿艮

　　　　　　農業共済組合長

　　　　　　農民同盟委員長

　　　　　　農業改良酋及所長

　　　　　　消防|ヽn艮

災害対策=･
水当の被災ａ家に銅する

資金の融資に肘する立法

措il｀jgなど関係機関にlijl､り

　町は心延９りによる被5､1;対策ど

して、次の･ljμlj咄関係鴎凋S3･tL

て|剛一II;を続けております。

Ｄ応尨対福

イ、水'､り】･被災農家に対する資金

の融通に鴎する立法II‘II涸について

　被災一家の経営rl金及施設慢心

ｍ換ｌ金について長期融通と價･せ

て利子111i;al､IMI!I'｡について立法1､111

を陳情。

ロ、裁Jagl－の実施について

　被災ａま11全く収入の節を絶た、

れ明日からの食糧確保にｌ欠くSj

状にあるので、一刻も早く現金収

入のilを開き当面の生括を総桐す

るため、本町内iごljいて畝羞哨業

の実施を随債。

jヽ、祠J11堤とう使用料の免齢誂ｌ

について

　常呂川堤防地内の農作物は峻か

く皆1111となつたので本年度の堤と

う使nj料免除を陳情。

二、町過1?号太幌縮を永久椙とＬ

て災害復||‾1工44方について

　太腕橋は福山川東地区に通ずる

重斐Ｓ總であり再三水害により流

失しているので、永久一どして啄

仙､に復|11されるよう陳情。

・、被災者に対する見舞金如りに

りいて

　被災者に対して災害裁Ju遡適用

辿域内被災名‘lr義|ﾛ金品を||･1゛IIljさ

れる｣:うMltlli。

M･ほ久刻策

･f、築堤工1㈲¶lliの噪｣こ施行と17

号以北既設築堤の植強及Jll岸工事

即珈実施

　常呂川上流部の築堤工･巾は完備

され。昭和36年度.tり日吉地区か

ら工ll篁行されているがi年次計

1111!のおくれる地区についての被害

は今までよりも大きく、ａＳ経済

iこ及ぽす影響と毎年安定した辿業

経営が1!きないｇで、劃iljli年度を

繰上lf圃悶完了するよう願いたい
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